
プローブ調査方法について

　資料－４

　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年7月18日

　　　　国土交通省　関東地方整備局　甲府河川国道事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県　土木部



渋滞損失調査ツールとしてプローブカー

　『プローブ』とは、【調査、精査、探測機（による探査）、さぐる】などの意味をあらわす言葉です。

〇プローブカーとは・・・〇プローブカーとは・・・

GPS衛星

*ＧＰＳ：Global Positional System

タクシーやバス、一般車両等に
GPS等の測位計測機能を搭載
した車両のことで、時刻々と
道路交通状況（情報）を
収集をする車両です。
『いつ・どこにいたか』の
情報を収集します。

渋滞損失調査ツールとしてプローブカー

〇プローブって何だろう・・・〇プローブって何だろう・・・
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プローブデータ収集機器

　GPSを活用したプローブデータ収集機器には、大きく分けてGPS単独で位置を計測する

『GPS端末』と、自律航法やマップマッチングなどにより位置を補正する『カーナビゲーション』

があります。

　GPS単独で計測したプローブデータでは、実際の位置よりも30～50m程度の誤差を持ち、

カーナビやD-GPS（デファレンシャルGPS）のように位置補正を行って得られるプローブデータ

は数m程度の誤差となります。

写真1　カーナビゲーションの例 写真2　PDAタイプの例 写真3　GPS携帯電話型の例

写真4　GPS端末の例

プローブデータ収集機器

〇プローブデータ収集機器〇プローブデータ収集機器
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データ位置精度（測位精度の特徴）

新宿駅

都庁前都庁前

GPSの軌跡

カーナビの軌跡

凡　例

図　ビル群を走行した際のGPSとカーナビの位置データ

（現場位置付近）→

新宿駅
マルチパス

GPS信号がビルの谷間や遮蔽物等の影響によ
り乱反射し誤った位置情報を取得してしまう状況

D-GPS

FM多重放送を利用した自車位置補正システム。

VICS

道路脇に設置されたビーコンから発せられる情報デー

タをもとに自車位置を補正する。

※車載端末の機種性能による

マルチパス

GPS信号がビルの谷間や遮蔽物等の影響によ
り乱反射し誤った位置情報を取得してしまう状況

D-GPS

FM多重放送を利用した自車位置補正システム。

VICS

道路脇に設置されたビーコンから発せられる情報デー

タをもとに自車位置を補正する。

※車載端末の機種性能による

GPS機能による測位

補助的な測位機能

（D-GPS・VICS）ジャイロセンサ

及び車速パルスによる測位

図　カーナビ手法による測位機能（位置補正）

位置補正でビ
ルによるマル
チパスの影響
を受ない！

データ位置精度（即位精度の特徴）
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計測データの加工

プローブカーより得られ
る生データ（１秒毎）

#A1,150,事務所車両,カーナビ
5,MVB00008,1,20060503,075325,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,2,20060503,075331,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,3,20060503,075332,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,4,20060503,075333,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,5,20060503,075334,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,6,20060503,075335,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,7,20060503,075336,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,8,20060503,075337,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,9,20060503,075338,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,10,20060503,075341,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,11,20060503,075342,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,12,20060503,075343,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,13,20060503,075344,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,14,20060503,075345,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,15,20060503,075346,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,16,20060503,075347,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,17,20060503,075348,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,18,20060503,075349,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,19,20060503,075350,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,20,20060503,075351,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,21,20060503,075352,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,22,20060503,075353,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,23,20060503,075354,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,24,20060503,075355,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,25,20060503,075356,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB
5,MVB00008,26,20060503,075357,0,2,35.64661111,138.53427778,0.0,16,6,MVB

データ処理

時間情報

２００６年５月３日７時５３分３１秒

位置情報

緯度・経度

計測データの加工
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渋滞対策優先箇所渋滞対策優先箇所

国母国母

渋滞対策優先箇所渋滞対策優先箇所

中小河原中小河原

年間約４３０万時間の浪費年間約４３０万時間の浪費

（約９０億円相当の損失（約９０億円相当の損失））

至　東京至　東京

至　長野至　長野 新山梨環状道路
新山梨環状道路

5252

5252

2020

2020

2020

渋滞対策優先箇所渋滞対策優先箇所
向町２丁目向町２丁目

411411

140140

140140

358358

140140

137137

中央自動
車道

中央自動
車道

渋滞対策優先箇所渋滞対策優先箇所
石和橋西石和橋西

渋滞対策優先箇所渋滞対策優先箇所
竜王立体竜王立体

141141

国道２０号の渋滞損失時間国道２０号の渋滞損失時間

一宮御坂ＩＣ一宮御坂ＩＣ
勝沼ＩＣ勝沼ＩＣ

甲府南ＩＣ甲府南ＩＣ

甲府昭和ＩＣ甲府昭和ＩＣ

韮崎ＩＣ韮崎ＩＣ

須玉ＩＣ須玉ＩＣ

長坂ＩＣ長坂ＩＣ

渋滞対策優先箇所渋滞対策優先箇所
旧双葉町～旧竜王町旧双葉町～旧竜王町

＜＜県民アンケートにより選定＞県民アンケートにより選定＞

～20万時間/年・km

20～30万時間/年・ｋｍ

30～40万時間/年・ｋｍ

40～　　万時間/年・ｋｍ

図　渋滞3Dマップの例

渋滞損失時間の算定
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基準旅行速度

平均旅行速度

渋滞による損失

渋滞損失時間の算定

算定対象区間の上下線で、
渋滞がなく自由に走行できる旅行
時間（基準旅行時間）を設定

算定対象区間の上下線で、
渋滞がなく自由に走行できる旅行
時間（基準旅行時間）を設定

実際に計測された旅行時間から
基準旅行時間を差し引いた
渋滞による損失時間を算定

実際に計測された旅行時間から
基準旅行時間を差し引いた
渋滞による損失時間を算定

交通量に各々の車種に設定された
（乗用車、バス、小型貨物車、普通貨物車）

乗車人数を加味して
渋滞損失量（人時間）を算定

交通量に各々の車種に設定された
（乗用車、バス、小型貨物車、普通貨物車）

乗車人数を加味して
渋滞損失量（人時間）を算定

各区間毎に時間帯別、方向別の
渋滞損失量を積み上げ、
渋滞損失量を算定

各区間毎に時間帯別、方向別の
渋滞損失量を積み上げ、
渋滞損失量を算定

〇渋滞損失時間算定の流れ〇渋滞損失時間算定の流れ

　道路渋滞による損失時間

　==Σ｛（Σ｛（計測された計測された平均旅行時間－平均旅行時間－基準基準旅行時間）×交通量×平均乗車人員｝旅行時間）×交通量×平均乗車人員｝

図　渋滞による損失時間の考え
渋滞が激しい

渋滞が少ない
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